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は
じ
め
に

バ
レ
エ
と
聞
け
ば
、
多
く
の
人
は
ま
ず
、
チ
ュ
チ
ュ）

1
（

を
ま
と
っ
た
バ
レ
リ
ー
ナ
を
思
い
浮
か
べ
る
だ
ろ
う
。
舞
台

の
中
央
で
軽
や
か
に
舞
う
女
性
ダ
ン
サ
ー
と
、
彼
女
を
支
え
る
男
性
ダ
ン
サ
ー
。
バ
レ
エ
は
女
性
が
主
役
と
な
る
芸
術

―
―
そ
う
し
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
今
日
で
は
ご
く
自
然
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
「
女
性
中
心
の
バ
レ
エ
」
が
生
ま
れ
た
の
は
、
意
外
に
も
十
九
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
こ
と
だ
。
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
幕
開
け
を
告
げ
た
《
ラ
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
》
に
よ
っ
て
、
バ
レ
エ
は
そ
れ
ま
で
の
男
性
主

導
の
舞
台
か
ら
一
転
し
、
女
性
の
身
体
と
幻
想
性
を
軸
と
す
る
芸
術
へ
と
姿
を
変
え
た
。
こ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
こ

そ
が
、
十
九
世
紀
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
空
前
の
熱
狂
を
生
み
―
―
夢
、
異
界
、
そ
し
て
「
手
の
届
か
な
い
女
性
」
の
イ
メ

ー
ジ
が
観
客
を
魅
了
し
た
の
で
あ
る
。

だ
が
、
そ
の
輝
き
は
永
遠
に
は
続
か
な
か
っ
た
。
政
治
体
制
、
経
済
構
造
、
社
会
の
価
値
観
、
芸
術
の
様
式
、
観
客

の
嗜
好
な
ど
が
変
化
す
る
中
で
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
は
次
第
に
そ
の
力
を
失
い
、
や
が
て
衰
退
へ
と
向
か
っ
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て
い
っ
た
。

本
書
は
、
十
九
世
紀
の
社
会
風
俗
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
の
変
化
に
目
を
向
け
な
が
ら
、
パ
リ
に
お
け
る
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ

ク
・
バ
レ
エ
の
成
立
か
ら
衰
退
ま
で
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
華
や
か
な
舞
台
の
き
ら
め
き
の
裏
側
に
は
、

時
代
の
矛
盾
や
人
々
の
欲
望
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
。
十
九
世
紀
と
い
う
激
動
の
時
代
に
、
バ
レ
エ
は
何
を
映
し
出
し

た
の
か
―
―
そ
の
問
い
を
手
が
か
り
に
、
バ
レ
エ
史
の
一
章
を
新
た
な
視
点
か
ら
み
つ
め
直
し
て
い
く
こ
と
が
、
本
書

の
大
き
な
出
発
点
と
な
る
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
が
誕
生
し
た
の
は
、
十
九
世
紀
前
半
の
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
（
以
下
、
オ
ペ
ラ
座
）
で
あ

っ
た
。
一
八
三
一
年
に
総
裁
に
就
任
し
た
ル
イ
゠
デ
ジ
レ
・
ヴ
ェ
ロ
ン
の
革
新
的
な
経
営
手
腕
に
よ
っ
て
、
オ
ペ
ラ
座

は
ロ
マ
ン
主
義
の
幻
想
性
と
商
業
主
義
の
戦
略
を
巧
み
に
融
合
さ
せ
た
新
し
い
バ
レ
エ
様
式
を
打
ち
立
て
る
。
そ
こ
で

確
立
さ
れ
た
の
が
、
女
性
ダ
ン
サ
ー
を
中
心
に
据
え
、
観
客
の
ま
な
ざ
し
を
一
身
に
集
め
る
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

ス
タ
ー
ダ
ン
サ
ー
は
表
舞
台
で
は
革
新
的
な
舞
台
美
術
と
物
語
性
豊
か
な
演
出
の
も
と
で
観
客
を
魅
了
す
る
存
在
で
あ

っ
た
一
方
、
舞
台
裏
で
は
フ
ォ
ワ
イ
エ
・
ド
・
ラ
・
ダ
ン
ス
を
介
し
て
男
性
定
期
会
員
と
結
び
つ
き
、
芸
術
と
社
交
・

商
業
を
一
体
化
し
た
独
自
の
文
化
を
形
成
し
て
い
っ
た
。

七
月
革
命
後
に
台
頭
し
た
新
エ
リ
ー
ト
層
を
取
り
込
む
た
め
、
オ
ペ
ラ
座
は
バ
レ
エ
の
在
り
方
を
大
き
く
変
え
た
。

女
性
ダ
ン
サ
ー
を
中
心
に
据
え
、
幻
想
的
で
理
解
し
や
す
い
物
語
を
上
演
す
る
こ
と
で
観
客
を
引
き
つ
け
、
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
は
瞬
く
間
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
中
の
熱
狂
を
呼
ぶ
。
し
か
し
、
そ
の
隆
盛
は
長
く
続
か
な
い
。
一
八
四
〇

年
代
を
境
に
衰
退
の
兆
し
が
あ
ら
わ
れ
、
次
第
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
は
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
く
。
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こ
う
し
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
成
立
と
衰
退
を
め
ぐ
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。
だ
が
、
当
時
の
社
会
背
景
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
、
さ
ら
に
は
劇
場
文
化
と
観
客
層
と
の
相
互
作
用
ま
で
を
総
合
的
に

読
み
解
き
、
女
性
像
と
物
語
構
造
に
焦
点
を
当
て
て
検
討
す
る
試
み
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
い
。

本
書
は
、
ま
ず
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
が
栄
華
を
極
め
た
背
景
を
、
当
時
の
社
会
・
文
化
思
想
、
科
学
技
術
、

劇
場
経
営
の
文
脈
か
ら
明
ら
か
に
す
る
。
そ
し
て
後
半
で
は
、
ス
タ
ー
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
し
た
構
造
的
偏
り
や
、
物

語
構
造
の
単
純
化
に
注
目
し
な
が
ら
、
な
ぜ
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
が
衰
退
へ
と
向
か
っ
た
の
か
を
検
討
し
て
い

く
。
十
九
世
紀
の
バ
レ
エ
を
支
え
て
い
た
価
値
観
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
力
学
を
読
み
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ

ッ
ク
・
バ
レ
エ
と
い
う
様
式
の
歴
史
的
位
置
づ
け
を
再
考
す
る
こ
と
―
―
そ
れ
が
本
書
の
目
的
で
あ
る
。

ダ
ン
ス
と
そ
の
歴
史
研
究
は
、
時
代
を
問
わ
ず
多
次
元
的
な
対
象
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
面
が
他
の
面
と
干
渉
し
合

い
な
が
ら
、
複
数
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
詳
細
と
し
て
は
、
精
神
性
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
・
演
出
・
テ
ー

マ
・
音
楽
な
ど
の
美
学
、
上
演
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
検
閲
な
ど
の
劇
場
を
め
ぐ
る
史
実
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
日
常
生
活
・
労

働
条
件
な
ど
の
ダ
ン
サ
ー
を
と
り
ま
く
社
会
背
景
、
そ
し
て
、
バ
レ
エ
の
形
式
や
理
論
と
そ
の
変
遷
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
を
研
究
す
る
際
に
は
、
舞
踊
譜
、
台
本
や
音
楽
、
上
演
記
録
や
公
的
な
文
章
、
メ
モ
に
至
る
ま
で
、
当
時
書

か
れ
た
一
次
資
料
の
ほ
か
、
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
が
、
バ
レ
エ
を
鑑
賞
し
た
観
客
や
批
評
家
に
よ
る
舞
踊
評
や
絵
画

で
あ
り
、
時
代
が
く
だ
る
と
、
写
真
や
映
像
資
料
も
含
ま
れ
る
よ
う
に
な
る
。

バ
レ
エ
の
歴
史
が
そ
の
表
象
の
歴
史
と
混
同
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
は
、
映
像
資
料
の
な
い
時
代
の

バ
レ
エ
を
研
究
対
象
と
す
る
場
合
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
作
家
、
一
部
の
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
、
詩
人
、
画
家
な
ど
の
語
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り
で
構
築
さ
れ
た
言
説
を
検
証
し
、
当
時
の
状
況
を
読
み
解
く
こ
と
が
歴
史
研
究
の
一
部
を
担
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

十
九
世
紀
の
バ
レ
エ
史
は
一
次
資
料
分
析
と
表
象
研
究
を
相
互
に
積
み
重
ね
た
物
語
と
い
え
よ
う
。

と
は
い
え
こ
れ
は
バ
レ
エ
の
歴
史
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
あ
ら
ゆ
る
歴
史
は
表
象
の
歴
史
で
も
あ
る
。
ロ
マ
ン
テ

ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
バ
レ
エ
史
の
中
で
、
女
性
を
中
心
と
し
た
表
象
が
ど
の
よ
う
に
精
緻
化
さ
れ
、

再
構
成
さ
れ
た
の
か
を
探
る
こ
と
で
、
転
換
期
に
起
こ
っ
た
出
来
事
の
意
味
を
明
ら
か
に
で
き
る
と
同
時
に
、
今
日
ま

で
受
け
継
が
れ
て
き
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
系
譜
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

バ
レ
エ
研
究
に
お
い
て
、
歴
史
研
究
を
主
流
に
、「
男
性
主
体
の
消
費
社
会
の
中
で
男
性
に
観
ら
れ
、
消
費
さ
れ
る

客
体
と
し
て
の
女
性
ダ
ン
サ
ー
」
と
い
う
構
図
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
近
年
で
は
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
論
の
再
考
、
カ
ル
チ

ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
な
ど
の
知
見
に
よ
っ
て
様
々
な
研
究
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

代
表
的
な
バ
レ
エ
研
究
の
例
を
挙
げ
れ
ば
、
ア
イ
ヴ
ァ
・
ゲ
ス
ト
に
よ
る
歴
史
研
究
が
ま
ず
重
要
で
あ
る
。
ゲ
ス
ト

は
『
パ
リ
の
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
』
の
中
で
、
中
産
階
級
が
台
頭
し
ロ
マ
ン
主
義
的
な
文
化
が
派
生
し
た
時
期

と
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
最
初
の
作
品
と
い
わ
れ
る
《
ラ
・
シ
ル
フ
ィ
ー
ド
》
の
初
演
の
時
期
が
一
致
す
る

こ
と
、
天
上
界
を
目
指
す
表
現
の
た
め
に
使
用
さ
れ
た
爪
先
立
ち
で
踊
る
技
術
、
シ
ュ
ル
・
レ
・
ポ
ワ
ン
ト
（
以
下
ポ

ワ
ン
ト
）
な
ど
が
ロ
マ
ン
主
義
の
精
神
性
を
表
し
た
こ
と
、
そ
し
て
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
地
方
色
の
豊
か

さ
も
、
ロ
マ
ン
主
義
を
色
濃
く
表
し
て
い
る
こ
と
な
ど
、
歴
史
研
究
の
成
果
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。『
パ
リ
・
オ
ペ

ラ
座
の
バ
レ
エ
』、
及
び
『
第
二
帝
政
期
の
バ
レ
エ
』
な
ど
の
ゲ
ス
ト
に
よ
る
数
々
の
名
著
の
共
通
点
は
、
バ
レ
エ
史

の
詳
述
に
重
き
を
置
き
、
芸
術
的
舞
踊
観
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
す
る
言
及
は
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。

フ
ラ
ン
ス
で
活
躍
し
た
ロ
シ
ア
人
舞
踊
批
評
家
で
あ
る
ア
ン
ド
レ
・
ル
ヴ
ァ
ン
ソ
ン
は
、
著
書
『
マ
リ
ー
・
タ
リ
オ
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ー
ニ
』
に
て
テ
オ
フ
ィ
ル
・
ゴ
ー
チ
エ
の
舞
踊
評
を
引
用
し
、
当
時
の
舞
踊
関
連
の
描
写
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、

ゴ
ー
チ
エ
が
提
唱
し
た
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
理
念
に
つ
い
て
の
言
及
は
避
け
て
い
る
。
マ
リ
ー
゠
フ
ラ
ン
ソ

ワ
ー
ズ
・
ク
リ
ス
ト
ゥ
は
、
著
書
『
バ
レ
エ
の
歴
史
』
で
、
バ
レ
エ
史
を
概
観
し
て
い
る
。
た
だ
、
ロ
マ
ン
派
の
美
学

に
つ
い
て
言
及
が
ほ
と
ん
ど
な
い
。

彼
ら
以
外
に
も
、
多
く
の
研
究
家
に
よ
っ
て
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
は
歴
史
的
視
点
で
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
日

本
語
の
文
献
で
は
、
薄
井
憲
二
の
『
バ
レ
エ
　
誕
生
か
ら
現
代
ま
で
の
歴
史
』、
鈴
木
晶
の
『
バ
レ
エ
誕
生
』、『
オ
ペ

ラ
座
の
迷
宮
―
―
パ
リ
・
オ
ペ
ラ
座
の
三
五
〇
年
』
な
ど
に
、
バ
レ
エ
史
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
メ
ア
リ
ア
ン
・
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ス
ミ
ス
は
、
批
評
、
逸
話
、
台
本
、
楽
譜
な
ど
の
文
献
資
料
を
横
断
的
に
分

析
し
、
オ
ペ
ラ
研
究
と
バ
レ
エ
研
究
を
結
び
付
け
た
。
ス
ミ
ス
は
、
抽
象
化
の
進
展
よ
り
も
、
ド
ラ
マ
ト
ゥ
ル
ギ
ー
と

音
楽
構
造
の
関
係
に
注
目
し
、
踊
ら
な
い
場
面
の
滅
少
を
、
デ
ィ
ヴ
ェ
ル
テ
ィ
ス
マ
ン
が
物
語
へ
統
合
さ
れ
て
い
く
過

程
と
論
じ
て
い
る
。

サ
ラ
・
コ
ー
エ
ン
は
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
に
焦
点
を
当
て
、
身
体
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
表
現
は
フ
ラ
ン
ス
貴
族
文
化
に
顕
著
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
こ
と
に
着
目
し
、
バ
レ
エ
、
仮
面
舞

踊
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
・
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
、
演
劇
、
庭
園
、
室
内
装
飾
、
そ
し
て
、
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ワ
ト
ー
の
絵
画
や

線
画
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
ジ
ャ
ン
ル
の
複
雑
な
身
体
表
現
を
分
析
し
た
。
こ
れ
ら
の
異
な
る
視
覚
的
形
態
の
相
互
関

係
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
用
い
て
、
ア
ン
シ
ャ
ン
・
レ
ジ
ー
ム
期
の
フ
ラ
ン
ス
文
化
に
お
け
る
芸
術

的
身
体
の
多
様
で
変
化
に
富
ん
だ
意
義
を
論
じ
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
証
的
研
究
や
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
、
美
学
的
研
究
が
中
心
で
あ
っ
た
中
で
、
ス
ー
ザ
ン
・
レ
イ
・
フ
ォ
ス
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タ
ー
は
、
人
類
学
や
、
フ
ー
コ
ー
な
ど
の
知
見
を
用
い
た
社
会
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
か
ら
舞
踊
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い

る
。
振
付
を
言
語
体
系
と
し
て
捉
え
、『
振
付
・
物
語
―
―
バ
レ
エ
に
お
け
る
物
語
と
欲
望
の
舞
台
化
』
で
は
、
ロ
マ

ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
を
欲
望
を
舞
台
化
す
る
装
置
と
し
て
分
析
し
て
い
る
。

リ
ン
・
ガ
ラ
フ
ォ
ー
ラ
は
編
著
書
『
シ
ル
フ
再
考
―
―
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
新
た
な
視
点
』
に
お
い
て
、

国
際
的
に
活
躍
す
る
研
究
者
た
ち
に
よ
る
論
文
や
エ
ッ
セ
イ
を
掲
載
し
、
舞
台
舞
踊
の
幅
広
い
文
脈
に
お
け
る
ロ
マ
ン

テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
同
書
で
は
、
社
会
史
、
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
、
精
神
分
析
、
音
楽

学
ま
で
も
を
対
象
に
、
語
彙
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
表
現
、
イ
コ
ノ
グ
ラ
フ
ィ
ー
な
ど
の
観
点
か
ら
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

レ
エ
の
国
際
性
、
近
代
的
な
性
格
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
。

エ
レ
ー
ヌ
・
マ
ル
キ
エ
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
の
歴
史
・
美
学
研
究
を
お
こ
な
い
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
的
視
点

を
新
聞
記
事
か
ら
分
析
し
、
批
評
言
説
が
男
性
ダ
ン
サ
ー
の
社
会
的
価
値
低
下
を
促
進
し
、
バ
レ
エ
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
構

造
を
変
容
さ
せ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
バ
レ
エ
研
究
に
お
い
て
、
バ
レ
エ
の
視
覚
的
芸
術
性
に
つ
い
て
の
言
及
は
あ
る
も
の
の
、
視
覚
情
報
を
取

り
入
れ
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
照
明
技
術
に
つ
い
て
の
研
究
は
少
な
い
。
こ
れ
は
、
演
劇
全
般
に
つ
い
て
も
同
様
で
、

特
に
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
照
明
研
究
の
文
献
を
探
す
の
は
困
難
で
あ
る
。
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
に
お
け
る
ガ
ス

灯
照
明
は
、
バ
レ
エ
の
芸
術
性
を
語
る
上
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
要
素
で
あ
る
た
め
、
本
書
で
は
テ
レ
ン
ス
・
リ

ー
の
『
ガ
ス
灯
の
時
代
の
劇
場
照
明
』
を
参
考
に
当
時
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
や
舞
台
の
演
出
法
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
ロ

マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
が
人
気
を
博
し
た
理
由
の
一
つ
を
明
ら
か
に
す
る
。

本
書
の
特
色
は
、
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
を
一
八
三
〇
―
四
〇
年
代
の
「
黄
金
期
」
に
還
元
し
て
語
る
の
で
は
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な
く
、
十
九
世
紀
と
い
う
時
代
全
体
の
連
続
性
の
中
で
捉
え
直
す
点
に
あ
る
。
風
俗
・
社
会
思
想
・
科
学
技
術
・
観

客
の
嗜
好
と
い
っ
た
同
時
代
の
諸
要
素
が
バ
レ
エ
文
化
を
ど
の
よ
う
に
方
向
づ
け
、
変
容
さ
せ
た
の
か
を
俯
瞰
し
つ
つ
、

そ
こ
に
映
し
出
さ
れ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
観
や
女
性
表
象
に
光
を
当
て
る
こ
と
で
、
舞
台
上
の
女
性
像
が
い
か
に
構
築
さ
れ
、

ど
の
よ
う
な
意
味
を
帯
び
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
レ
エ
を
単
な
る
様
式
と
し
て
扱
う
の
で
は
な
く
、
社
会
的
・
文
化
的
力
学
の
中
に
再
配
置
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
従
来
の
論
じ
方
で
は
捉
え
き
れ
な
か
っ
た
バ
レ
エ
文
化
の
内
部
構
造
や
矛
盾
が
み
え
て
く
る
だ
ろ

う
。
表
象
さ
れ
た
女
性
像
を
手
が
か
り
に
バ
レ
エ
と
い
う
芸
術
を
問
い
直
す
こ
と
―
―
そ
れ
こ
そ
が
本
書
が
示
し
た
い

新
た
な
視
座
で
あ
り
、
十
九
世
紀
バ
レ
エ
研
究
に
新
し
い
輪
郭
を
与
え
る
試
み
で
も
あ
る
。


